中国農業の現状と直面する課題 by 大島 一二
本稿の課題は, 中国の近年の農業・農村の現状と直面する課題を検討することである。




















2) 2008年の第17期三中全会で示された新政策とは, ①請負期間のほぼ無期限の延長, ②農地転用の制
限 (永久基本農地面積を18億ムー以下に減少することを不許可にする措置の実施), ③農地に関する
権利の確立と流動の促進 (農地利用権の確定, 登記, 権利証の交付を推進) 等である。さらに2014年
の一号文件では,「農地の請負関係を安定させ, 長期にわたって不変とし, ･･･農民の土地請負にたい
する占有権, 利用権, 収益権, 転貸させる権利を確認し, 請負経営権を抵当権として確定する｡」と
し, さらに踏み込んで,「･･･土地経営権を金融機関から融資を受ける際の抵当として設定することを
認める｡」と農地流動化の促進を打ち出している。
3) 中国社会科学院農村発展研究所・国家統計局農村社会経済調査司編 (2015) p. 188 によれば, 2013
年には流動化した面積は3.4億ムー (2,267万ヘクタール) に達し, すでに中国の全請負耕作地面積の
28.8％に達したという。
キーワード：中国, 農業, 食糧生産, 三農問題




中国農業は, 1980年代以降, 短期的には何回かの生産の不安定が発生したものの, 基本的
には, 2000年代前半までの大胆な市場化と自由化政策, それ以降の補助金政策に代表される
政府支持政策が奏功し, 全体としては比較的順調な成長の軌跡をたどってきたといえる。こ








上初めて 5億トンの大台に達し, 1996年～1999年の 4年間は 5億トン前後のこれまでにない
高い生産水準が達成されたが, まもなく, この大豊作は生産過剰に帰結することになった。







































第 1 表 食糧作物の生産量の推移
注：豆類の1985年と90年は不明｡





米 小麦 トウモロコシ 豆類
1985年 37,911 16,857 8,581 6,380
1990年 44,624 18,933 9,823 9,682
1995年 46,662 18,523 10,221 11,199 1,788
2000年 46,218 18,791 9,964 10,600 2,010
2005年 48,402 18,059 9,745 13,937 2,158
2010年 54,648 19,576 11,518 17,725 1,897
2015年 62,144 20,822 13,019 22,463 1,590
2016年 61,625 20,708 12,885 21,955 1,731
(2) 三農問題の深化と課題
ここまでみてきたように, 中国共産党および中国政府は, たびたび農業・農村問題への対






この都市住民と農村住民の所得格差は, 第 2表に示したように, 農村住民一人当たり所得
を１とした場合, 都市住民の一人当たり所得は1985年に1.86にすぎなかったものが, その後,
1990年2.20, 2000年2.79, 2005年3.22, 2010年3.27, 2015年2.73と, 2010年前後までほぼ一貫
して拡大を続け, 2010年代以降も比較的高い水準を維持している。またこうした格差は東部














1985年 398 739 1.86
1990年 686 1,510 2.20
1995年 1,578 4,283 2.71
2000年 2,253 6,280 2.79
2005年 3,255 10,493 3.22
2010年 3,587 11,760 3.27
2015年 11,422 31,195 2.73
2016年 12,363 33,616 2.72
2016年
東部地区 15,498 39,651 2.56
中部地区 11,794 28,879 2.45
西部地区 9,918 28,610 2.88
東北地区 12,275 29,045 2.37
東部都市／西部農村 4.00
2008年の中央農村工作会議および2008年の全人大での政府活動報告4)でこの格差問題の存在










村振興戦略) が提起されている。こうした諸政策の実施により, 農業を強化し, 農業を優遇








② 「一村一品」運動等の特産物の開発, 農産物のブランド化の推進, 食品安全措置の強化。










4) ｢温家宝在十一届全国人大一次会議上的政府工作報告」『人民網』, 2008年 3 月 6 日。
5) ｢	
 」『中華人民共和国農業部ホームページ』2017年
12月30日 (http://www.xinhuanet.com/2017-12/29/c_1122187923.htm), および「 
 !"#$%」『中華人民共和国農業部ホームページ』2018年 1 月 2 日 (http://www.moa.
gov.cn/ztzl/yhwj2018/spbd/201802/t20180205_6136480.htm) から引用。
⑧ 農村インフラ (農村義務教育, 貧困農家の扶助, 農村合作医療) への投資による農村発
展。
⑨ 農村教育システム改善。とくに義務教育の無償化 (学費と教科書の無償化) を普及する。











こうしたなかで, 中国農業においては, 2001年11月のWTO加盟以降, 国内要因だけでな






WTO加盟以前においては, いくつかの農産物, とくに米, トウモロコシ, 小麦などでは
加盟後輸入がさらに促進されることがすでに予想されていたが, 現実にはその輸入拡大幅は
それほど大きいものではなかった (第 3 表参照)。それは, 第 1 表に示したように, 中国の
国内生産量が補助金政策が奏功したことによってかなり急速に増加したことなどによる6)。


















米 小麦 トウモロコシ 大豆
輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入
1990 583 1,372 33 6 － 1,253 340 37 94 0
1995 103 2,070 6 165 23 1,163 12 526 38 30
2000 1,401 1,357 296 25 19 92 1,048 0 22 1,042
2005 1,059 3,286 69 52 61 354 864 0 41 2,659
2010 142 6,051 62 39 28 123 13 157 17 5,480
2015 67 11,441 29 338 12 301 1 473 13 8,169
第 4 表 主要農産物生産価格の推移
資料：中華人民共和国国家統計局 (2017) から作成。
(前年＝100.0)
年次 米 小麦 トウモロコシ 大豆 野菜 果樹 畜産物
1986 106.3 104.3 115.5 120.2 101.2 108.0 103.0
1990 92.6 92.0 97.6 98.4 96.3 97.5 92.3
1995 120.8 133.1 140.9 113.1 122.7 113.2 115.8
2000 90.2 81.8 89.9 105.8 99.9 98.6 99.0
2005 101.6 96.4 98.0 95.7 107.2 107.4 100.5
2006 102.0 100.1 103.0 99.3 109.3 111.4 94.3
2007 105.4 105.5 115.0 124.2 101.3 101.3 131.4
2008 106.6 108.7 107.3 119.7 101.4 101.4 123.9
2009 105.2 107.9 98.5 92.3 107.0 107.0 90.1
2010 112.8 107.9 116.1 107.9 116.8 118.9 103.0
2011 113.3 105.2 109.9 106.3 103.4 106.2 126.2
2012 104.1 102.9 106.6 105.7 109.9 103.9 99.7
2013 102.2 106.7 100.2 105.7 106.9 106.2 102.4
2014 102.2 105.1 101.7 101.8 98.5 106.4 97.1
2015 101.6 99.2 96.5 99.0 104.6 99.7 104.2
2016 98.8 94.1 86.8 97.6 107.0 92.5 110.4
みてみよう。
① 農産物価格の上昇：2000年前後の生産過剰傾向を背景に, 前述したように農産物価格は































① 1987年から2001年にかけて, 全国で非農業目的に収用された農地は2395万ムー (159万
桃山学院大学総合研究所紀要 第44巻第１号18
7000ヘクタール) で, 最低でも3400万人の農民が農地を失った7)。
② 『農民日報』の報道によると, 失地農民は最低でも4000万人に達し, さらに毎年300万人
が土地を失っている。









収容価格が不当に低いことについては, 前掲農業部弁公庁編 (2006) によれば, 農地収用
後の販売価格を100とすれば, その配分は地方政府20～30％, 開発企業40～50％, 村民委員
会30％で, 農民にはわずか 5～10％しか配分されないという。













① 効率的な大規模農業への転換, 零細農業経営の再編が進む中で, 農地利用権を喪失する
農民が増加しており, 中国社会の不安定要素になる可能性が高いこと。








に (特集 中国農業大転換)」『中国21』第44号, pp. 4762, 愛知大学現代中国学会。
大島一二 (2017) ｢中国「三農問題」の現状と13・5計画の農業・農村政策 (中国13・5計画期の政策課
題と戦略)」『日中経協ジャーナル』282号, pp. 1013, 日中経済協会。










The Current Situation and Problems
in the Chinese Agriculture
OSHIMA Kazutsugu
After 1980’s, Chinese agriculture developed smoothly relatively. The factor which developed
smoothly is the following reason.
It depended on bold market-ization and liberalization policy until the first half in 2000’s from
1980’s.
It was chosen as the government support policy represented by a subsidy policy after the sec-
ond half in 2000’s.
A small farmland is piled up by large-scale farm on Chinese agriculture rapidly at present, and
large-scale farm is born.
But a problem also exists.
(1)While conversion to an efficient large-scale farming is developed, the farmer who loses farm-
land right to use increases. Therefore, a possibility that Chinese society becomes unstable is
high.
(2) An import expansion continues by a crop of soybeans. When this spreads to wheat and corn,
etc., a possibility that I have a big influence on grain market of the world is high.
We pay attention to how a Chinese government is dealing to such problem.
Chinese agriculture comes in a big reformation period at present.
